動画編集の記事原本
フリーランスの動画編集者になりたいと思っているんだけど、仕事内容とか年収がわからなくて不安ですよね。
実際フリーで生活できるのかも気になります。
フリーランスは自分で営業していかないと最初は仕事がないでしょうから。
この記事ではフリーランス動画編集者になる方法や仕事内容、年収・営業方法についての疑問を解決していきます。
しっかり読み込んで稼げるフリーランスの動画編集者を目指しましょう。
まずはフリーランス動画編集者の仕事内容から解説していきますね。

フリーランス動画編集者の仕事内容
結論から言いますとフリーランス動画編集者の仕事は多岐に渡ります。
なぜなら動画編集者はクライアントによって求める作業範囲が異なるからです。
ですが、基本的には以下の仕事を押さえておけばOK。
· 動画の企画
· 動画撮影
· 動画のカット
· 音声に合わせたテロップや音楽、効果音の挿入
· サムネイル作成
· 動画サイトへの投稿
例えば「動画のカット、テロップ入れ、サムネイル作成」のように仕事依頼を出している時点でどの仕事が含まれるのかわかるので、内容確認をしっかり行いましょう。
動画の企画や投稿は依頼主が行うことの方が多いですが、動画編集者が行う場合もありますね。
どこまで動画編集者としてあなたが関わるかは依頼主によります。
動画編集だけでなく企画や撮影、投稿まで行う場合は仕事の単価も上がる傾向にあるのでやる気があるなら受けてみるといいでしょう。
次にフリーランス動画編集者の年収をみていきましょう。
フリーランスとして活動していくには当然ある程度の年収を稼げる可能性がないと、不安になりますよね。
フリーランス動画編集者の平均年収
フリーランス動画編集者の平均年収は406万円とのこと。
しかし、どのような案件を受けるかによって年収は全く変わってくるでしょう。
フリーランスでも300万以下の人もいれば、1000万オーバーの人もいます。
たとえばクラウドワークスではYouTube動画1本5000円の仕事があります。
1本5000円の動画編集を1日2本納品したとして、365日2本続けるとようやく360万円ほどです。
フリーランス動画編集者としての年収の上げ方は省きますが、ある程度しっかり作業を行えば生活は余裕でできますよ。
では次にフリーランス動画編集者になる方法となるための準備について解説していきます。
フリーランス動画編集者になる方法と仕事の準備
フリーランスの動画編集者は簡単に言うと「仕事を受けた時点」でなることができます。
なぜならフリーランス動画編集者には「資格」は必要ないからです。
しかし全くの未経験からフリーランス活動を始めることはできませんよね。
完全初心者に仕事を預けてくれる依頼主もいないでしょう。
そこで動画編集の勉強方法を2つ紹介します。
次で紹介する方法の中であなたに合いそうな方法を取り入れてみてください。
会社で働いて経験を積む
短期間でもっとも効率よく動画編集としてのスキルを身に付けるなら会社で働いて経験を積みましょう。
なぜなら周りにはあなたよりレベルの高い動画編集者がたくさんいるからです。
一度就職することで、
· わからないことを質問できる
· 有料動画ソフトを無料で勉強できる
· お金を貰いながら動画編集の勉強ができる
· 動画編集関連の人脈ができる
という感じでいいことづくしです。
独学よりは圧倒的に早くレベルアップできるので、「どうしても出社とかしたくないからフリーランスなりたい！」って人以外は一度動画編集ができる会社に就職してみてください。
もう一つの方法はスクールで勉強する方法ですね。
スクールで勉強する
スクールでの勉強は自分のペースで進めることができるため、学生や動画編集と関係のない仕事をしている人にはおすすめの方法です。
近年オンラインスクールが多くなっているので、わざわざどこかに通う必要もなく取り組みやすい勉強法となっています。
決して安くないですが、スクールで真剣に動画編集を勉強すればすぐに回収できるので先行投資と腹を括って選択肢に入れてみてください。
スクールによっては仕事を斡旋してくれることもあるので、比較してあなたに合いそうなものを選んでみてください。
次に動画編集に必要なソフトや撮影機材について解説していきます。
動画編集ソフトや撮影機材を用意する
フリーランスとして動画編集者になるには動画編集ソフトが必須です。
仕事で無料の動画編集ソフトを指定してくることはないでしょう。
様々なレベルの動画編集に対応するためAdobeのPremiere Proを入れておけば大丈夫です。
撮影機材に関してはソフトと違い、動画編集者として仕事をするにあたっては必須ではありません。
しかし、数は多くないですが動画の撮影から関わってほしいという案件もあります。
仕事獲得の幅を出来る限り広くしておきたいという人は動画を撮影できる機材も用意しておきましょう。
機材は高価なものを用意する必要はなくて、
· 最新のiPhone
· スマホ用三脚
· マイク
ぐらいがあれば撮影可能です。
他の機材は撮影環境に応じて用意するといいでしょう。
では動画編集ソフトと撮影機材についてはこれぐらいにして次はいよいよフリーランス動画編集者が仕事を獲得する方法について解説しますね。
フリーランス動画編集者が仕事（案件）を獲得する方法
フリーランスの動画編集者は自分で仕事を獲得しないと仕事はありません。
とくに無名のフリーランスならなおさら。
ここではフリーランスの動画編集者が仕事を獲得する方法についてまとめています。
動画編集の案件を早くに獲得できればモチベーションを下げずにすみますから案件獲得方法を知っておきましょう。
クラウドソーシングサービスを利用する
一番簡単で手っ取り早いのはクラウドソーシングサービスを使う方法です。
有名なのは「ランサーズ」や「クラウドワークス」ですね。
クラウドソーシングでは動画編集に関する案件だけを検索して応募することができます。
たとえばYouTubeの動画編集なら検索窓で「YouTube 動画編集」と検索すれば、色々出てきます。
値段は1本1000円だったり5000円だったりもっと高額だったりとピンキリです。
安いものは安い故に案件獲得しやすいです。
安価な案件だけでフリーランスとして生活するのはさすがに厳しいでしょう。
しかし最初の実績作りに使うことができるので、まずはクラウドソーシングを使って仕事を探してみてください。
見込み客に営業をする
見込み客に直接営業をかける方法もあります。
見込み客とは動画製作会社や広告の事業主のことですね。
見込み客に営業する理由はとても簡単で、依頼は動画編集会社や広告の事業主が欠けているからです。
実はクラウドソーシングなどに依頼が出ている仕事はそもそも動画製作会社が元になっていることが多いんですよ。
動画製作会社の仕事が下請に何度か回されてクラウドソーシングに掲載されてたりするんですね。
元が同じなので必要なスキルも同じです。
仕事の難易度は変わらないのに動画製作会社から直接仕事を受けることができれば、それだけで単価がめちゃくちゃ上げることができます。
また動画製作会社はたくさんの動画案件を持っているので、あなたの実績と実力を認めてもらえれば仕事に困ることはなくなるでしょう。
直接営業をかけている人は少ないのでライバルと差別化することも可能です。
ブログ・SNSで仕事を獲得する
すでにブログやSNSを使っているならブログ・SNSで動画編集を募集するのもありでしょう。
ブログやSNSであなたが動画編集をしているということを発信していきます。
ブログでは動画編集者として活動しているのと仕事のお問い合わせを用意しておくことで動画編集の依頼が入ってくる可能性が高まります。
SNSでもあなたが動画に関するブログをしていることや日々動画編集にして発信することで、「この人に動画編集を頼んでみたいな」と感じる人が出てくるかもしれません。
またSNSではすでに活躍している動画編集者やYouTuberと交流を深めることで動画編集の仕事をもらえることもあるので、どんどん交流していきましょう。
まとめ
リーランスの動画編集者にはいつでも誰でもなれます。
まずは仕事内容を把握して、年収を上げていくためにあなた自身の動画編集者としてのスキルをレベルアップさせていくことが大事です。
営業して様々な動画編集を行っていくことで高単価案件を獲得し、フリーランス動画編集者として安定した生活ができるようになるに積み上げていきましょう。
動画編集スキルを未経験から独学で身に付ける３つの方法
これから動画編集を始める場合、
· 動画編集を未経験から始めたい
· なんとか独学で身に付けたいんだけどいい方法ないかな？
· コスパよく学べる方法はないかな？
と悩んでいる方もいらっしゃるでしょう。
動画編集スキルを身につけたいと思っても何から始めたらいいのかわかりませんよね。
この記事では動画編集スキルを未経験者が独学で身につける方法について解説しています。
· スクールに通う時間はない
· 金銭的余裕もない
という人は読んでみてください。
独学でも動画編集スキルは身につけられます。
では早速動画編集スキルを未経験でも独学で身につける方法について見ていってみましょう。
動画編集スキルをYouTubeのチュートリアル動画から学ぶ
動画編集スキルを独学で学ぶ方法の一つとして「YouTubeのチュートリアルで学ぶ」という方法があります。
YouTube内で「動画編集」と検索するとたくさんの動画編集者が動画編集スキルについて解説してくれています。
あなたが使用を考えている動画編集ソフトについて検索すれば独学に使えるチュートリアル動画がたくさん出てくるでしょう。
例えば「Adobe premiere Pro　テロップ入れ」で検索すれば、Adobeでのテロップの入れ方を見つけることができます。
YouTubeのチュートリアルで動画編集スキルを学ぶ場合、完全無料で編集スキルを身に付けることができるので、金銭的な余裕がない人にはおすすめですね。
ではもう一つの動画編集スキルを独学で身につける方法についても解説していきます。
動画編集スキルをオンライン学習サイトから学び習得する
YouTubeでは物足りないという人にはオンライン学習サイトで動画編集スキルを身に着けることをおすすめします。
ここでは「Udemy」と「MovieHacks」の２つについて解説していきますね。
Udemyでは動画編集の基礎からかなり高度なテクニックまであなたが得たいスキルについて動画で勉強することができます。
Udemyはアプリがあるので、移動時間や隙間時間にさっと動画編集の勉強をできるのが強みですね。
有料コースでは動画編集でわからないところを質問できるようにもなるので、学習効率を上げたいなら有料コースにしましょう。
MovieHacksは現YouTuber兼動画編集者の生ハム帝国さんが講師をつとめるYouTubeの動画編集をメインとしたオンライン動画編集講座です。
· YouTubeの動画を作りたい！
· YouTubeの動画編集者になりたい！
という人は手っ取り早いオンライン学習サービスですね。
MovieHacksは一回買いきりでサポートしてくれるので、未経験者でも動画編集の学習中にわからないことがあれば質問しやすい体制ができています。
サポートが無制限というのも魅力的です。
ただしMovieHacksではAdobepremiereProを使用するのが前提となっています。
なので、すでに他の有料動画編集ソフトを購入してしまっている場合はMovieHacksの受講はやめた方がいいですね。
MovieHacksにはアプリはありませんが、スマホのホーム画面にウェブサイトを登録しておけば気軽に勉強できますので、こちらも隙間時間などを有効活用していきましょう。
MovieHacksにはもう一つメリットがありまして、それが「動画編集の斡旋」です。
講座を受講し、テスト動画を提出することで動画のクオリティに問題がなければ仕事をもらえることもあります。
100%ではありませんが、動画編集者として仕事を始める一歩となるでしょう。
ではオンライン動画編集学習サイトの次は動画編集に関する書籍についてまとめていきますね。
動画編集スキルを書籍から学び習得するフォームの終わり
動画編集スキルを書籍で学ぶという選択肢もあります。
静止画なので、動きを学ぶことはできませんが動画で勉強するよりも細かい文章で説明してくれています。
そのため動画編集スキルの詳細をじっくり勉強したい場合にはオススメでしょう。
また書籍１冊で勉強した場合、オンライン学習サイトの有料コースを利用するのに比べて圧倒的に安価で勉強できます。
動画編集初心者は書籍で勉強→サポートとして動画も使うという組み合わせもありですね。
ではまずPremiereProのオススメ書籍から紹介していきます。
「知識ゼロからはじめるPremiere Proの教科書」がオススメです。
タイトルの通りPremiereProを初めて使う完全初心者に向けた一冊。
写真付きで細かく解説してくれているので、文章のみの書籍よりも直感的にわかりやすい本となっています。
またサポートサイトから動画素材を無料でダウンロードすることができるので、「編集の練習したいけど動画がない！」と困ることもありません。
AfterEffects初心者が書籍で勉強するには「After Effects FIRST LEVEL ゼロからはじめる映像制作基礎テク」がオススメの一冊。
操作パネルの見方という本当にAfterEffectsを一度も使ったことがない完全初心者でもわかるように執筆されている本なので、独学で始めるならこの一冊でしょう。
AfterEffects練習用の素材データもついてるので、練習に困ることもありません。
「はじめよう! 初心者が知っておきたいFinal Cut Pro X 77の基本」がオススメの一冊。
こちらもタイトル通りFinalCut Proを初めて使う人が基本的な動作を覚えるために使えます。
「はじめよう! 初心者が知っておきたいFinal Cut Pro X 77の基本」をしっかり勉強すれば、難しくないYouTube動画程度ならさっと一本作れるようになるでしょう。
動画編集スキルを習得後はどうなる？
動画編集スキルを習得した後はどのように使っていくか？でやることが変わります。
· 自分のYouTubeを作る
· YouTubeなど動画編集者になる
· 動画編集を教える側になる
と選択肢は様々ですね。
ですがまずは自分のYouTubeチャンネルを作ってみるのがいいです。
動画編集者のポートフォリオとしてあなたのYouTubeチャンネルがあれば「こんな動画作れます」とアピールできます。
また動画を作り込んだ経験がないと動画編集を教える側になることはできませんよね。
一度動画編集スキルを習得した後もまだまだ新しく覚えることはあるので、少しずつ勉強を続けて動画編集スキルのレベルアップをしていくといいでしょう。
動画編集スキルを身につける際の注意点
動画編集スキルを未経験から身につけるとき一番気をつけたいのは「挫折」です。
なんせ使ったことないソフトや聞いたことない言葉だらけですから慣れるまでは難しいんですよね。
なのでしっかりと挫折しない環境を作り出していきましょう。
動画編集未経験者が独学中に挫折しないためには、
· 動画編集者をSNSでフォロー
· 動画編集仲間を作って報告
· 未熟でもいいから動画を投稿してみる
といった方法を取り入れてみてください。
ただ勉強してるより動画編集の挫折率をグッと下げることができますよ。
まとめ
動画編集スキルは未経験者が完全独学の無料で身に付けることも可能です。
今はYouTubeなど無料で学習できる環境もあります。
しかし、少し有料のコンテンツを利用することで独学よりもかなり早く動画編集できるようになるので、「１秒でも早く動画編集できるようになりたい！」という人は有料コンテンツで学習を加速させてみるといいんじゃないでしょうか。
動画編集をするならMacとWindowsどちらがおすすめ？
これから動画編集に取り組む初心者の方には、
· 動画編集をするにはMacとWindowsどちらがいい？
· 初心者だからどっちを選んだらいいのかわからないからおすすめを知りたい
とお悩みになる方もいると思います。
この記事では動画編集をするならMacとWindowsどちらがおすすめなのかについてわかりやすく解説しています。
読んだ後には、MacとWindowsどちらを準備しようか決心がついているはずです。
ではまず結論であるMacとWindowsどちらがおすすめなのかを述べていきますので、早速みていきましょう！
動画編集をするにはMacとWindowsどちらがおすすめなのか？の結論を言いますと「どちらでも好きな方を選ぶといい」ということになります。
あなたが慣れている方を選ぶと良いでしょう。
実はMacを使おうがWindowsを使おうが動画編集のクオリティに違いはないからです。
例えば、動画編集ソフトの「Adobe premier pro」はMac・Windowsどちらでも使用できます。
同じ人が動画編集した場合、出来上がる動画の質はOSで決まるのではなく、動画編集ソフトで決まるのです。
では動画編集初心者がMacとWindowsどちらを選ぶべきなのか選択肢としてメリット・デメリットを見ていってみましょう。
動画編集をする上でのMacとWindowsのメリット
ここでは動画編集をする上でMacとWindowsそれぞれのメリットについてまとめていきます。
メリットは動画編集をする上でどちらのOSを選ぶかの重要な決め手になるので知っておいて損はないでしょう。
ではさっそくMacのメリットから見ていきましょうか。
Macのメリット
· 「Final Cut Pro」が使える
· 「iMovie」が使える
· デザインがシンプルでかっこいい
この３つが動画編集でMacを使用するメリットになるかと思います。
有料の動画編集ソフトで有名な「Final Cut Pro」はMacOSのみで使用できます。
そのため動画編集者としてクラウドワークスやランサーズなどで依頼を受けるとき「Final Cut Pro」を指定された場合はWindowsでは仕事を受注できません。
同じく有名な有料動画編集ソフトの「Adobe premier Pro」はMacとWindowsどちらでも使用できるので、ソフトの差で仕事の受注できるかどうかが変わるという面ではMacの方にメリットがありますね。
またMacには最初から無料動画ソフトの「iMovie」がインストールされています。
動画編集の仕事を受注するのではなく、あなた自身の動画を編集したい場合は無料ソフトの「iMovie」を使用してもいいでしょう。
Macならクオリティを気にしなければ無料で動画編集できるんですよね。
最後は人によってはMacはデザインがシンプルでかっこいいことです！
かっこいいというのは主観100%ですが、シンプルでごちゃついていないデザインは集中力を高めることができるでしょう。
そのためWindowsに比べると動画編集にしっかり集中して短時間でクオリティの高い動画を作れる可能性が高まるでしょう。
Windowsのメリット
· 初期費用が安い
· 様々なデザインのものから購入できる
というのがWindowsのメリットになります。
初期費用が比較的安いと言うのはWindowsの大きなメリットですね。
同じぐらいのパソコンスペックの場合、値段はWindowsの方が圧倒的に安いんです。
場合によっては5~10万ほどの差になることも。
今後も動画編集などパソコンを長期的に使っていくなら買い替えのことも考えた場合、Windowsを使用した方がコストを安く抑えることができますね。
またパソコンのデザインも様々なので好みのものを探すこともできます。
動画編集をする上でのMacとWindowsのデメリット
ここでは動画編集をする上でのMacとWindowsそれぞれのデメリットについてまとめていきます。
さっきはメリットを知ってもらったので次はデメリットですね。
良い面だけ知って購入したものの「やっぱりデメリットが大きい！」と感じては使い続けるのは厳しいです。
パソコンをまだ持っていない人が動画編集を始めるにあたっては安くない買い物になるなるのでデメリットも知った上で選びましょう。
ではまずMacのデメリットからみていきましょうか。
Macのデメリット
· 初期費用が高い
· 使い慣れてない可能性大
この２つがMacのデメリットになります。
MacOSが初期からインストールされているMac製品はWindowsに比べると全体的に値段が高いです。
そのため動画編集を続けていく上で数年に一度買い換えるとなればかなりの金額差が生まれるんですね。
仮にパソコン１台につきMacとWindowsで5万円の差があったとして、１回買い換えただけで１０万円もの差になります。
動画編集を行う期間が長くなればなるほど大きな差になるので、買う前によく考えましょう。
2つ目のデメリットはMacは使い慣れていないということですね。
世界シェアで見た場合でも大半がWindowsです。
そのため学校や会社に置かれているパソコンもたいていはWindowsでしょう。
難しいことではないですが、動画編集初心者として１から動画の勉強をしないといけないのでせめて使い慣れている方を選ぶと楽ですよ。
Windowsのデメリット
Windowsのデメリットは種類やメーカーが多いということですね。
Macを買うと決まればスペックの差はあれど、デザインは同じで色の差ぐらいしか選ぶことがありません。
しかし、Windowsの場合はメーカーだけでもたくさんあってどのパソコンを購入するべきか迷います。
この記事を読んでいる人はおそらく店頭で店員さんにおすすめされても悩みに悩む可能性もあります。
ただスペックさえ足りていれば動画編集は問題なく行えるのでデメリットというほどではないかもしれませんね。
動画編集をするならMacとWindowsどちらが初心者向き？
動画編集を始めるならWindowsの方が初心者向きと言えるでしょう。
理由はさっきも述べた通りで
· 初期費用が安い
· 使い慣れている可能性が高い
ということです。
動画編集初心者はまだ金銭的に余裕がない場合も多いでしょう。
少しでも安いのは嬉しいところです。
またWindowsは使用してる人も多くトラブルを起こした時に相談できる相手も多いので、動画編集初心者はWindowsのほうがいいと言えます。
インターネットで検索すればたいていは解決できますが、無理なこともあります。
そんなとき相談できる相手がいる方がいいですよね。
動画編集をMacとWindowsでやる上で共通する注意点
動画編集を始めてからの話になりますが、MacかWindowsどちらで行うにしても動画に統一性を持たせるようにしましょう。
毎回動画の雰囲気が違うと視聴者側としても「この人の動画なんか毎回違うくて見づらいな」と感じて離脱の原因になってしまいます。
視聴回数や時間を伸ばすための試行錯誤は必要ですが、動画に統一性がないと継続して見てくれるようにはなりませんからね。
まとめ
「動画編集をするならMacとWindowsどちらがおすすめなのか？」をまとめますと
· 動画編集初心者はMacとWindowsどちらを選んでもいい
· 使い慣れている方が動画編集の勉強に挫折しにくい
· コスパを考えたらWindows！
という感じになります。
MacとWindowsどちらを使用しても動画のクオリティ自体に差はありません。
初心者はすでにパソコンを持ってるならそれを使用し、持っていない場合はあなたの手持ちのお金と相談してMacとWindowsどちらかを決めましょう。
２０２０年版動画編集ソフトに迷う初心者におすすめする編集ソフト８選
これから動画編集をする初心者の方は
· 動画編集ってどんなソフト使えばいいの？
· 色々ありすぎて何がいいのかわからない
と悩むことがありますよね。
動画編集ソフトは種類がたくさんありますし、それぞれ色々な特徴がありますが、選ぶにはポイントがあります。
この記事では動画編集初心者におすすめの動画編集ソフトについてまとめています。
まずは動画編集ソフトを選ぶときのポイントから早速見ていきましょう。
動画編集ソフトを初心者が選ぶ際のポイント
動画編集初心者が動画編集ソフトを選ぶにはポイントがあります。
簡単にいうと「有料か無料か」と「どんな編集スキルを目標とするのか」です。
一つずつ見ていきましょう。
有料ソフトか無料ソフトで選ぶ
まずは動画編集ソフトを有料のものか無料のものどちらを使って動画編集するのかですね。
無料の動画編集ソフトは機能が限られていることが多いので、自分の動画をシンプルに編集したいという人におすすめです。
有料の動画編集ソフトは頻繁にアップデートがされ、編集に使える機能もたくさんあります。
そのため自分の動画編集だけでなく、他社(他者)の動画編集も仕事として行っていきたいという人におすすめですね。
実際クラウドソーシングサイトで動画編集の仕事案件を確認してみると「Premiere Pro」など有料動画編集ソフトが指定されていることが多いです。
自分の動画を編集したいのかそれとも動画編集者として仕事したいかで用途が変わってきます。
目標にしている編集スキルで選ぶ
あなたが必要としている編集スキルによってソフトを選ぶの大事です。
YouTubeの動画なら自分で無料ソフトを使って編集してる人もたくさんいます。
しかし映像クリエイターとして本格的な映像を作っていくとなると多機能が組み込まれている動画編集ソフトを選ぶ必要があるでしょう。
あなたがどんな編集スキルを身につけたいのかによって使用するソフトも変わります。
ではまずは無料の動画編集ソフトから紹介していきますね。
無料動画編集ソフトで初心者におすすめする4選
ここでは無料動画編集ソフトについて解説していきます。
· 完全な動画編集初心者
· 自分の動画をシンプルに編集したい
という人は無料ソフトで十分なことも多いです。
DaVinci Resolve(ダヴィンチ・リゾルブ)
動作が軽く安定した動画ソフト。
作業しやすいインターフェイスのため、初心者でも使いやすいソフトです。
無料と有料がありますが、初心者の間は無料で十分な機能を使うことができます。
有料部分は必要なときがきたらでいいでしょう。
AviUtl(エイブイアイユーティル)
無料動画編集ソフトの中ではめちゃくちゃ多機能なのがAviUtlです。
プラグイン入れることで好みのソフトに改良もできます。
画像編集なんかもできるので、自分で動画を作るだけならおすすめのソフトです。
ただしパソコンのスペック次第では動作が悪くなってしまうので、低スペックパソコンでは使いにくいです。
Avidemux(エイブイアイデマックス)
動画のカットや結合がやりやすい無料動画ソフトです。
ただしエラーが多く、結合する動画が多くなると音ズレすることもあるので、数分のちょっとした動画を編集する場合に使えるソフトでしょう。
保存する前にエラーを起こしてしまうと編集をやり直さないといけなくなるので、オススメ度は低めです。
iMovie（アイムービー）
Macに標準装備されている無料動画ソフトです。
Appleのシンプルなデザインを引き継いだシンプルで直感的なソフトですが使いやすいですね。
MacユーザーならまずはiMovieで動画編集をしてみて物足りなくなってから有料の動画編集ソフトを使い始めるといいでしょう。
トークがメインのYouTube動画とかならiMovieだけで十分編集を行うことができます。
無料編集ソフトおすすめを比較
無料編集ソフトの中ではDaVinci Resolveを選んでみるといいんではないでしょうか。
ソフトの扱いに慣れてきてもっと欲しくなったら有料に切り替えることで使える機能も多くなります。
Macユーザーに限ってはまずiMovieで動画を作ることに慣れていくといいでしょう。
ただ映像クリエイターとして映画やアニメなど本格的な動画編集者を目指している場合は、最初から有料の動画編集ソフトに慣れていった方が早いです。
有料動画編集ソフトで初心者におすすめする６選
初心者におすすめの無料動画編集ソフトを見たところで次は有料のソフトを見ていってみましょう。
有料のソフトは無料に比べるとやはり機能がはるかに多いです。
そのため凝った編集ができますが、反面初心者には機能が多くて慣れるまでに時間がかかります。
では初心者におすすめの有料動画編集ソフトについてみていきましょう。
PowerDirector　(パワーディレクター)
PowerDirectorはシェアNo.1の動画編集ソフトです。
多くの人が使用しているためわからないことがあったら検索ですぐ問題を解決できるのがいいですね。
またPowerDirectorの使い方に関しては公式も解説してくれているので、最初に勉強するとすんなり使い始められるでしょう。
ただし多機能なため初心者には分かりづらく感じることも多いようです。
多機能は使いこなせれば非常に便利なので、慣れが大事ですね。
Adobe Premiere Elements（プレミアエレメンツ）
Adobe Premiere Elementsはpremiere Proの家庭版という感じですが、動画編集をするにあたって必要な機能はしっかり搭載されている有料ソフトです。
そのため将来は本格的に動画編集を行いたいと思っている人にもオススメのソフトですね。
ただし動作が重いので、パソコンのスペックが低いと編集がままならないことも。
Adobe Premiere Elementsは体験版があるので購入前に試してみてください。
filmora(フィモーラ)
filmoraは直感的に使いやすい動画編集ソフトです。
他のソフトに比べるとかなり値段が安いので購入しやすいですね。
ただし動作が重いので安さをとるかスムーズな編集ができるソフトを探すかで迷うところがあります。
無料版もありますが動画編集を本格的に行いたいなら有料一択です。
EaseUS Video Editor（イーザスビデオエディター）
EaseUS Video Editorは一通り動画編集に必要な機能が揃ったソフトになります。
他の動画ソフトに比べると格安で買い切りできるので、動画編集ソフトにあまりお金をかけたくないと思ってる人にはおすすめですね。
投稿フォームに合わせて動画の書き出しをしてくれるので、どのフォーマットで書き出せばいいのかわからないという初心者には使いやすいソフトとなっています。
FinalCut Pro

FinalCutはアップル社が提供する映像編集ソフトです。
僕はWindowsなのでFinalCutは使用していませんが
Macユーザーの方ならFinalCut一択と考えて失敗はないでしょう。
僕の起業家仲間でハイクオリティな動画を作成している人達もFinalCutを使用していますし上記の記事でも解説した『フェルミ研究所』もFinalCut使用しています。
ちなみに、ヒカキンやはじめしゃちょー氏などの人気YouTuber達も使用している動画編集ソフトなのでその機能性はお折り紙付きです。
今現在Macの無料動画編集ソフトiMovieをお使いの方はステップアップにおすすめです。
FinalCut Proの特徴は
1.わかりやすい操作画面
2.Macのみで対応
3.連動性のある関連ソフト
4.360°VR
5.カラーグレーディング
6.HDR(ハイダイナミックレンジ)対応
が主に挙げられます。
デメリットしては価格が34800円と高いという所です。
ただAdobeのPremiereProは月額制なので長期的なランディングコストとして観点と
これからハイクオリティ動画を作成していくのであれば、1年もかからずに回収できる金額なので自己投資としての意味合いを込めて購入してしまっても良いと思います。
VideoStudio
この動画編集ソフトのメリットはなんといっても
他の有料動画編集ソフトに比べても圧倒的に価格が安いというメリットがあります。
僕が購入したのは『VideoStudio X10』という名前のソフトで価格は１万円くらいで購入をしました。
今でもVideoStudioはYouTubeアフィリエイトで動画を作成する時には欠かせないツールになります。
また、価格の安さ以外にも直感的に操作がしやすく有料の動画編集ソフトのデメリットでもある機能性が多すぎて操作が難しいというデメリットも解消してくれています。
有料編集ソフトおすすめを比較
６つの有料動画ソフトを紹介しましたが、完全初心者が気楽に編集を行いたいならEaseUS Video Editorでしょう。
少し本格性を上げたいならPowerDirectorやAdobe Premiere Elementsがおすすめです。
とくにAdobe Premiere Elementsはプロも使っているAdobe Premiere Proがあるので、動画編集者として本格的に活動していきたい人はアドビ製品を使っているとスムーズに乗り換えることも可能ですよ。
ただし使いやすさは個人で変わってくるので体験版があれば、試しに使ってみるといいですね。
まとめ
[bookmark: _GoBack]ここでは無料と有料の動画編集ソフトを紹介しました。
動画編集初心者はそもそも「動画を作る」ということに慣れていないので、動画編集に対する心理的なハードルが高くなっています。
まずは無料動画編集で「自分でも動画って作れるんだな。」と認識しましょう。
いきなり有料で多機能なものに手を出すと複雑で挫折しかねませんからね。
無料ソフトで「こういう機能があったら便利だなー」と有料ソフト購入時に欲しい機能をピックアップしておくのもいいですよ。

